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（水産庁HPより）

基準値超過率は2015年4月より、0%を継続
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福島県海産物の放射性Csのモニタリング結果
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● 食品中の放射性物質の基準値は、食品の国際規格を策定している
コーデックス委員会※が指標としている、年間線量１ミリシーベルト
を踏まえるとともに、食品安全委員会による食品健康影響評価を受
け、厚生労働省薬事・食品衛生審議会等での議論を踏まえて設定して
いる。
※（FAO（国連食糧農業機関）とWHO（世界保健機関）の合同委員会）

(単位：ベクレル/kg)

放射性セシウムの基準値

食品群 基準値

飲料水 １０

牛乳 ５０

乳児用食品 ５０

一般食品 １００

食品から受ける
線量（人体への
影響）の上限

年間線量
１ミリシーベルト

食品１kg
あたりの量
に換算

（平成24年4月～現在）

■食品中の放射性物質に関する基準値

ICRP(国際放射線防護委員会）
• 自然放射線被ばくの変動に基づく
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E：放射線医学総合研究所HP、国立がん
研究センターHP、 8 x も
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Codex: 1 mSv/年＠占有率 10 % → 1000 Bq/kg
米国 : 5 mSv/年＠占有率 30 % → 1200 Bq/kg

輸入食品が50%として、汚染食品の占有率50%と仮定
(沖縄～北海道まで全ての食品が汚染と仮定)

限度値 x 年間食事量の1/2 x 実効線量係数 = 0.792
(Bq→Sv)



科学で得られた知見を政治や行政によ
る規制・調整・政策判断の橋渡しをす
る科学

⚪�科学的に根拠のある占有率等を使い基準値（仮）を作成し、社会的
情勢を考慮して、実際に運用する基準値を作成すべきであった。

oQ T T

○ 低い → 汚染食品の占有率が高すぎる。
○ 高い → 子供の事など様々な事を考慮すべき。

• 低い → 安全：科学の問題（サイエンス）
• 高い → 安心：心の問題 （レギュラトリーサイエンス）

基準値は、レギュラトリーサイエンス的に作成されている。
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1mSv/年を大きく下回る結果



基準値に対する誤解：
基準値は介入レベルです。安全と危険の境目ではないです。

介入レベルとは？：
国や地方公共団体が、被ばくの影響を最小にするための手段を講じ
る必要があるレベル。

Ministry of Health, Labour and Welfare 

モニタリング検査 基準値超過 出荷制限 摂取制限

■基準値を上回ったときの対応：出荷制限・摂取制限

原子力災害対策特別措置法に基づく指示
地域的な広がりが確認された場合に「出荷制限」
著しく高濃度の値が検出された場合は「摂取制限」

地域的な広がり
が確認された場合

著しい高濃度
が確認された場合

■出荷制限・摂取制限の品目・区域の設定条件
地域的な広がりが確認された場合に、地域・品目を指定して設定。
地域は、都道府県域を原則。ただし、自治体による管理が可能であれば、
管理状況等を考慮し、市町村・地域ごとに細分して区域を設定。

■出荷制限・摂取制限の品目・区域の解除
当該自治体からの申請による。
解除対象の区域は、集荷実態等を踏まえ複数区域に分割が可能。
直近１ヶ月以内の検査結果が、１市町村当たり、３か所以上、すべて基準値以下 など

*食品中の放射性物質検査は主として出荷前の段階において実施されている。
基準値を超過するものは、出荷制限が指示されている地域のものがほとんどであり、廃棄等の適切な措置が取られる。

*出荷制限が指示された品目・区域については、家庭で栽培・採取された場合にも、
比較的多くの放射性物質が含まれている可能性があるので、頻繁に食べることは避けてください。
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福島県海産物の放射性Csのモニタリング結果



水産物は、ちゃんと検査されているの？
流通品基準越え品目 （Cs-134+137;500 Bq/kg超過)
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（データは厚労省HPより）

○H24年度以降の農産物の基準値越えは、原木シイタケと山菜類。
○水産物は、天然に生息していること、移動することを考慮すると、管理が非常にうまくできていると考
えられる。

○多くの生協でも検査が行われていますが、上記の２件（マダラとギンブナ）以外に市場で基準超過の水
産物が見つかった例はありません。
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⚪�理由は不明だが、水産物はもっとも厳しい設定で基準値が作られている。

水産物だけで見ると
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日本周辺域の魚類のストロンチウム-90濃度調査

日本周辺海域の試料採取地点

福島原発（☆）の南側を重点的に調査しています。



0.046 Bq/kg生

日本周辺域の魚類のストロンチウム-90濃度
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日本周辺海域の魚類におけるストロンチウム-90濃度（左図）とセシウム-137濃
度（右図）。ストロンチウム-90濃度については、全て事故前と同レベルでした。

福島原発事故からの経過日数（日）

水研機構
原子力規制庁

日
本
周
辺
の
海
産
魚
類
に
お
け
る
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
-9
0濃
度

（
Bq
/k
g生
）

日
本
周
辺
の
海
産
魚
類
に
お
け
る
セ
シ
ウ
ム
-1
37
濃
度

（
Bq
/k
g生
）

0 500 1000 1500 2000 2500 0 500 1000 1500 2000 2500 

検出下限値未満エリア



-200

0

200

400

600

800

1000

1200

0 500 1000 1500 2000 2500 

検出下限値未満

7

6

5

4

3

2

1

0

0 500 1000 1500 2000 2500 

福島県沿岸の魚類におけるストロンチウム-90濃度（左図）は、セシウム-137濃度（右
図）の1/79以下でした。分析部位に関わらず、多くの検体は1 Bq/kg生を下回り、原発事故
前の濃度水準（0.046 Bq/kg生）に近い濃度でした。
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東京電力の最近の報告：ストロンチウム-90

クロダイ・全長 50.6cm, 重量 2.24kg
・2017年1月28日採取、木戸川沖合2km (20km圏内)
・出荷制限中

Cs-134 Cs-137 Sr-90 Sr-90
(基準値想定）

7.2 43 30 24

(Bq/kg-wet)

このクロダイを1匹（内臓除く骨込み）食べた時の線量：
0.0033mSv < < 0.9mSv

(約273匹分） 非現実的な匹数

2017年7月13日報告
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